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は
じ
め
に

本
稿
は
先
の
中
之
条
小
学
校
に
関
す
る
考
察
を
受
け
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
吾
妻

川
沿
い
に
草
津

へ
一
五
キ

ロ
ほ
ど
遡
る
、
岩
島
地
区
の
学
校
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の

地
域
は
、
岩
下
村
と
三
島
村
と
を
中
心
に
し
て
成
り
立
ち
、
明
治
三
二
年
に
六

つ
の

村
が
合
併
し
て
岩
島
村
が
誕
生
す
る
。
そ
れ
が
、
昭
和
三
〇
年
に
は
近
隣
三
町
村
と

合
併
し
て
吾
妻
町
の

一
部
に
な
り
、
さ
ら
に
平
成

一
八
年
に
東
町
と
合
併
す
る
こ
と

で
、
い
ま
は
東
吾
妻
町
に
占
め
る
。
概
観
し
て
、
岩
島
地
区
は
東
西
八
キ

ロ
、
南
北

四
キ

ロ
の
、
吾
妻
郡
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
。
岩
島
地
区
の
真
ん
中
を
東
西
に
吾

妻
川
が
流
れ
、
地
域
を
三
分
す
る
。

「学
制
」
頒
布
以
来
、
こ
の
地
域
に
い
く

つ
か
の
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、
統
合
さ

れ
、
現
在
は
岩
島
小
学
校
に
集
結
す
る
、
明
治
学
校
史
の

一
こ
ま
を
本
稿
は
扱
う
。

１
　
小
学
校

の
開
校

ま
ず
は
岩
下
小
学
校
で
あ
る
。
吾
妻
郡
で
は
、
原
街
小
学
校
に
次
ぐ
第
二
番
目
に

設
立
さ
れ
た
小
学
校

で
あ
る
。
開
校
届
は
明
治
六
年
九
月
付
け
で
あ
る

Ｔ
と

学
校
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成
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十
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十
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六
日
受
理
）

位
置
は
、
岩
下
村
の
応
永
寺
の
堂
宇
で
あ
る
。
教
員
は
塩
谷
真
雄
と
森
岡
宏
甫
の
二

人
で
あ
る
。
二
人
の
経
歴
が
開
校
届
に
記
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
抹
消
さ
れ
て
お
り
、

代
わ
り
に
熊
谷
県
の
教
員
伝
習
小
学
校
に
あ

っ
て
教
員
の
伝
習
を
受
け
た
こ
と
が
訂

正
記
述
さ
れ
て
い
る
。
伝
習
小
学
校
と
あ
る
も
の
は
、
元
記
述
に
従
え
ば
、
師
範
学

校
で
あ
り
、
そ
こ
に
ふ
た
り
と
も
時
期
は
異
な
る
が
、
二
ヶ
月
通

っ
て
卒
業
の
運
び

に
な

っ
て
い
る
。
ほ
か
に
海
野
斎
が
助
教
と
し
て
届
け
ら
れ
て
い
る
が
、
抹
消
さ
れ

て
い
る
。
計
画
と
し
て
は
採
用
の
方
針
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
教
員
給
与
は
三
人

分
計
上
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
海
野
は
、
後
述
す
る
三
島
小
学
校
に
採
用
の
結
果
と

な

っ
た
た
め
、
異
動
と
な

っ
た
。
生
徒
数
は
七
五
人
と
な

っ
て
い
る
。
男
女
別
人
数

は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
授
業
料
も
上
等

一
〇
銭
下
等
五
銭
と
あ

っ
た
も
の
の
抹
消
さ

れ
て
い
る
。

つ
い
で
三
島
村
に
開
設
さ
れ
た
三
島
小
学
校

Ｔ
と

学
校
位
置
は
浄
清
寺
で
あ
る
。

教
員
は
海
野
斎
、
神
官
で
あ
る
。
海
野
は
熊
谷
県
の
師
範
学
校

へ
入
学
し
、
伝
習
を

受
け
て
い
る
と
き
に
祠
掌
に
任
ぜ
ら
れ
退
学
す
る
も
岩
下
小
学
校
に
採
用
さ
れ
る
予

定
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
明
治
七
年
五
月
の
三
島
小
学
校
の
開
校
に
当

っ
て
転
ず
る
。

ほ
か
に
助
教
と
し
て
浦
野
千
頴
の
名
前
が
見
え
る
。
浦
野
は
父
親
か
ら
漢
籍
素
読
を
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図 1 吾妻郡全図 『群馬県吾妻郡誌』 (1929年 )から
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図 2 岩島村全図 『岩島村誌』 (1971年 )から
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教
授
さ
れ
た
ほ
か
、
原
街
学
校
で
教
員
と
な
る
伝
習
を
、
明
治
七
年
四
月
か
ら
受
け

て
い
る
と
の
経
歴
が
あ
る
。
非
常
に
短
期
の
伝
習
で
あ
る
。
生
徒
数
は
七
八
人
、
全

部
男
で
あ
る
。
授
業
料
は
上
等
が

一
〇
銭
、
下
等
が
六
銭
で
あ
る
。

こ
の
三
島
小
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
う
ち
、
遠
距
離
の
細
谷

・
大
沢

・
上
谷
の
三

地
域
が
共
同
し
て
設
立
し
た
の
が
上
島
小
学
校

で
あ
る

↑
る

学
校
位
置
は
田
中
長

次
良
宅
を
借
り
て
設
け
ら
れ
た
。
教
員
は
助
教
と
し
て
浦
野
千
頴

一
人
、
年
齢
四

一

歳
で
あ
る
。
三
島
小
学
校
か
ら
の
分
離
に
伴
い
、
異
動
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
生

徒
数
は
男

一
七
人
、
女

一
〇
人
で
あ

っ
た
。
授
業
料
は
上
等

一
〇
銭
、
下
等
六
銭
で

あ
る
。

つ
ぎ
に
松
尾
村
神
明
社
境
内
続
き
に
新
築
さ
れ
た
松
谷
小
学
校

Ｔ
と

同
校
は
横

谷
村
と
の
連
合
で
あ
る
。
教
員
は
中
島
策
治

一
人
、
年
齢
二

一
歳
で
あ
る
。
前
歴
は

群
馬
県
師
範
学
校
入
学
後
、
原
街
学
校
で
教
員
と
し
て
の
伝
習
を
経
験
し
て
い
る
。

給
料
は
七
円
と
、
上
島
学
校
の
浦
野
よ
り
三
円
多
い
の
は
、
師
範
学
校
入
学
の
経
歴

が
生
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
生
徒
数
は
男
三
七
人
、
女
二
三
人
で
授
業
料
は
上

等
が
六
銭
、
下
等
が
四
銭
で
あ

っ
た
。

つ
い
で
は
郷
原
村
の
鎮
守
社
境
内
に
設
け
ら
れ
た
郷
原
小
学
校

３
。
し
か
し
、

・名
称
は

「
開
校
伺
」
に
よ
れ
ば
、
万
年
小
学
校
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら

が
正
式
で
あ
ろ
う
。
実
際
別
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
明
治
八
年
八
月
四
日
付
け
の
万
年

小
学
校
の
開
設
願
い
と
し
て
届
け
ら
れ
て
い
る
↑
と

し
か
し
、
な
ぜ
私
立
学
校
開

校
伺
な
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
教
員
は
小
板
橋
元
則

一
人
で
、
年
齢
は
三
八
歳
。

前
歴
は
、
原
街
学
校
で
教
員
伝
習
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
小
板
橋
は
、
前
稿
で
考
察

し
た
中
之
条
学
校
開
設
関
係
書
類
に
も
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は

「抹
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
↑
、

疑
間
を
呈
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
由
来
に
付
言
し
て
お
け
ば
、
教
員
の
な
か
の
海
野
斎
と
浦
野
千
頴
は
、
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『
岩
島
村
誌
』
に
よ
れ
ば
寺
子
屋
師
匠
か
ら
の
転
出
で
あ
る

Ｔ
、

そ
の
際
の
注
目
す

べ
き
点
は
、
ふ
た
り
と
も
、　
一
度
は
近
代
学
校
で
教
授
す
べ
き
訓
練
を
受
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
寺
子
屋
師
匠
と
し
て
の
実
績
そ
の
ま
ま
で
、
新
し
い
学
校
教

師
に
は
転
出
で
き
な
か

っ
た
。
す
で
に
見
た
、
三
島
小
学
校
の
開
設
伺
史
料
に
拠
れ

ば
、
浦
野
千
頴
の
経
歴
は
、
「幼
年
父
浦
野
瀧
浄
膝
下

ニ
テ
漢
籍
素
読
仕
、
明
治
七

年
四
月
ョ
リ
原
街
学
校

ニ
オ
イ
テ
、
教
員
後
藤
春
蔵
従
ヒ
小
学
校
御
教
則
伝
習
仕
候
」

と
あ
る
。
四

一
歳
に
し
て
、
新
し
い
教
授
法
の
指
導
を
受
け
た
わ
け
で
あ
る
。　
一
ヵ

月
ば
か
り
の
短
期
間
で
は
あ

っ
た
が
。
他
方
の
海
野
斎
は
、
「
嘉
永
六
年
二
月

ョ
リ

三
ヶ
年
之
間
吾
妻
郡
赤
岩
村
湯
本
省
斎

へ
随
筆
学
修
行
仕
、
慶
応
二
年
正
月

ョ
リ
二

ヶ
年
之
間
当
国
緑
野
郡
落
合
村
浅
見
無
為
斎
随
身
漢
学
素
読
仕
、
去
ル
六
年
四
月
中

本
県
師
範
学
校

へ
入
学
伝
習
中
祠
掌
拝
命

二
付
退
校
仕
、
岩
下
小
学
校

二
教
員
罷
在

候
」
と
経
歴
に
あ
る
。
海
野
の
方
は
ま
だ
二
五
歳
の
若
さ
だ

っ
た
か
ら
、
師
範
学
校

に
学
ぶ
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。

従
来
の
研
究
に
よ

っ
て
、
新
し
い
小
学
校
の
教
師
に
は
寺
子
屋
師
匠
か
ら
移

っ
て

き
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
ま
ま
の
転
進
で
は
な
く
て
、
近
代
教

授
法
の
訓
練
を
短
期
間
と
は
い
え
受
け
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
で
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
筆
者
と
し
て
は
新
し
い
発
見
で
あ
る
。

付
言
し
て
お
け
ば
、
群
馬
県
に
お
け
る
教
員
養
成
機
関
は
、
明
治
六
年
七
月
に
設

立
さ
れ
た
教
員
伝
習
学
校
が
そ
の
最
初
で
あ
る
。
前
橋
の
旧
藩
校
を
拠
点
に
授
業
が

行
な
わ
れ
た
よ
う
で
、
修
学
期
間
は
二
ヵ
月
、
下
等
小
学
科
を
伝
習
さ
せ
た

↑
る

一
般
に
群
馬
県
の
教
師
と
し
て
小
学
校
に
採
用
さ
れ
る
者
は
、
そ
こ
で
近
代
教
育
に

関
す
る
伝
習
を
受
け
た
。
岩
島
地
区
の
学
校
教
員
も
例
外
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
教

則
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
後
、
こ
の
伝
習
学
校
は
位
置
を
本
庄
駅
に
移
し

（群
馬
県
と
入
間
県
の
合
併

に
伴
い
熊
谷
県
が
成
立
し
た
た
め
）
、
六
月
か
ら
暢
発
学
校
と
改
称
さ
れ
る
。　
一
一

月
に
は
熊
谷
に
移
転
新
築
さ
れ
て
、
二
月
に
開
校
す
る
。
こ
の
暢
発
学
校
に
お
け
る

教
員
養
成
の
特
徴
は
、
中
学
区
規
模
の
中
心
校
に
暢
発
学
校
の
教
員
が
派
遣
さ
れ
て
、

そ
こ
で
小
学
科
を
伝
習
さ
せ
て
、
助
教
を
各
地
に
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

吾
妻
郡
で
は
、
原
街
小
学
校
が
そ
の
任
に
当
た

っ
た
。
こ
の
点
を

『
文
部
省
年
報
』

は
、

暢
発
学
校

二
於
テ
、
教
員
養
成
ノ
方
法
及
将
来
進
学
ノ
ロ
途

ヲ
建

ツ
ヘ
キ
コ
ト

ヲ
商
議
シ
テ
、
更

二
各
中
学
区
内

二
一
ノ
伝
習
学
校
ヲ
建
設
シ
、
此

二
暢
発
学

校
ノ
教
員
ヲ
派
遣
シ
小
学
校
ノ
教
員
タ
ル
ヘ
キ
生
徒
ヲ
募
集

ス
、

。と
記
録
し
て
い
る

■
と

２
　
教
員

学
校
の
出
発
と
整
備
に
あ
た

っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
場
所
の
確
保
と
教
員
の

確
保
と
で
あ

っ
た
。
多
く
は
寺
社
の

一
角
を
借
り
て
し
の
い
だ
。
と
こ
ろ
が
教
員
は

な
か
な
か
定
着
し
な
か

っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。

一
番
規
模
の
大
き
か

っ
た
岩
下
小
学
校
を
例
に
見
て
お
き
た
い
。
明
治
六
年
に
設

立
さ
れ

一
〇
年
経

っ
た
時
点
で
、
教
員
は

一
八
人
が
出
入
り
を
し
て
い
る
。
明
治

一

七
年
に
学
校
沿
革
誌
を
作
製
す
る
よ
う
県
か
ら
指
示
さ
れ
た
。
そ
の
沿
革
誌

貧
）
の

記
述
に
拠
る
の
で
記
録
漏
れ
が
あ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、　
一
度
教
員
と
し
て
名
前

が
記
載
さ
れ
な
が
ら
、　
一
七
年
時
点
に
在
職
者
と
は
な

っ
て
い
な
い
者
が
二
人
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
い
つ
退
職
し
た
か
不
明
で
あ
る
。
そ
の
二
人
を
除
け
ば
、　
一
番
短
い

勤
務
期
間
は
採
用
さ
れ
た
そ
の
月
に
辞
職
し
て
い
る

一
名
で
あ
る
。　
一
年
未
満
の
在

勤
期
間
の
者
が

一
〇
人
を
数
え
る
。
他
方
で
、　
一
番
長
い
勤
務
を
し
て
い
る
者
が
海

野
斎
で
あ
り
、
明
治
八
年

一
〇
月
に
採
用
さ
れ
て
か
ら

一
七
年
六
月
時
点
で
ま
だ
勤

め
て
い
る
。
在
勤
期
間
は
九
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
次
に
長
い
の
が

一
七
年
時

点
で
の
校
長
を
務
め
て
い
る
五
島
金
七
郎
の
二
五
ヵ
月
で
あ
る
。
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一
八
人
の
教
員
が
ど
う
重
な

っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
と
、　
一
人
が
辞
め
る
と
直
ち

に
後
任
を
補
充
す
る
と
い
う
形
で
、
二
人
体
制
を
維
持
し

つ
つ
進
ん
で
い
る
よ
う
に

判
断
さ
れ
る
。
五
島
が
勤
務
し
だ
し
て
か
ら
、　
一
五
年
の
七
月
に
進
邦
文
猷
が
入
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
海
野
と
合
わ
せ
た
二
人
体
制
が
整

っ
た
。
こ
の
年
、
沿
革
誌
に
よ

れ
ば
生
徒
数
が

一
五
五
人
と
前
年
比
で
三
倍
化
し
た
う
え
に
、
初
め
て

一
〇
〇
人
を

超
え
る
。
沿
革
誌
は
督
責
の
効
果
と
言
う
。
し
か
し
、
翌
年
に
は

一
〇
〇
名
を
わ
ず

か
に
超
え
る
程
度
に
生
徒
数
は
減
少
す
る
。

３
　
明
治
前
半
期

の
教
育

の
様
態

岩
下
小
学
校
の
教
育
の
様
態
を
次
に
見
て
お
き
た
い
。
優
良
校
に
対
し
て
文
部
省

か
ら
賞
与
が
贈
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
明
治

一
六
年
五
月
七
日
付
け
で
、
自
己

推
薦
文
書
が
群
馬
県
令
宛
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

の
）
そ
れ
を
資
料
と
す
る
。

ま
ず
校
舎
の
様
子
は
、
大
和
造
り
の
板
屋
三
階
建
て
で
、
横
八
間
縦
六
間
半
の
五

二
坪
。
南
北
は
障
子
及
び
板
戸
で
開
閉
し
、
西
は
壁
、
東
は
教
員
詰
所
。
教
場
と
し

て
は
四
五
坪
な
が
ら
、
三
階
を
合
わ
せ
る
と
六
六
坪
。
こ
れ
を
六
部
に
分
ち
教
場
と

し
て
使

っ
た
。
〓

村
学
齢

二
比
較

ス
ル
モ
、
稽
其
適
当
ヲ
得
ル
ナ
リ
」
と
い
う
。

当
初
は
応
永
寺
を
借
り
た
け
れ
ど
も
、
明
治

一
五
年
に

「校
舎
三
階
其
他
玄
関
を

新
造
」
す
る
こ
と
に
な
り

■
、

そ
の
た
め
に
三
五
〇
円
を
有
志
が
拠
出
し
た
ほ
か
、

翌
年
に
は

一
四
〇
〇
円
あ
ま
り
を
学
資
金
と
し
て
地
域
民
が
負
担
し
た
。
設
立
当
初

も
学
資
金
と
し
て

一
〇
〇
〇
円
余
を
徴
収
し
て
い
る
か
ら
、
応
永
寺
の

一
角
を
借
り

る
状
況
か
ら
、
新
た
に

一
軒
建
て
を
築
造
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
れ
が

一
五
年

に
三
階
建
て
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
等
級
数
は
、
初
等

一
年
前
期
か
ら
高
等
七
年

前
期
ま
で
の

一
三
で
あ
る
。
そ
れ
を
教
員
四
人
が
分
担
し
た
。
四
人
の
分
担
等
級
は

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
島
金
七
郎
は
明
治

一
五
年
四
月
に
岩
下
小
学
校
に
着
任
し
、　
王
ハ
年

一
月
か
ら

校
長
職
に
就
く
、
堀
越
隣
次
郎
は

一
五
年

一
〇
月
か
ら
岩
下
小
学
校
に
勤
め
は
じ
め
、

一
六
年

一
月
に
訓
導
免
許
状
を
得
る
。
海
野
斎
は
前
に
名
前
が
出
て
い
る
人
物
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
こ
の
書
類
に
よ
る
経
歴
で
は
、　
一
〇
年
八
月
に
県
師
範
学
校
下
等
七

級
を
卒
業
し
、
か

つ
一
二
年
二
月
に
は
同
師
範
学
校
甲
科
四
級
を
卒
業
す
る
と
と
も

に
岩
下
小
学
校
に
勤
務
と
な
る
。
職
名
は
授
業
生
。
富
沢
辰
造
は
助
手
で
、
八
年
に

岩
下
小
学
校
に
入
学
し
、
「
十
五
年
退
学
、
同
十
四
年

ヨ
リ
岩
下
小
学
校
在
勤
」
と

あ
る
。
暦
年
の
順
序
に
疑
間
が
あ
る
け
れ
ど
も
。

前
稿
で
も
指
摘
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、　
一
年
を
二

期
に
分
け
、
そ
の
単
位
を
前
期

・
後
期
と
呼
ん
で
い

る
。
し
た
が

っ
て

「学
制
」
期
と
は
違
い
、
第
八
級

と
い
う
よ
う
な
番
号
を
付
し
た
呼
称
で
は
な
く
な

っ

て
い
る
。
新
し
い
発
見
で
あ
る
。

授
業
に
つ
い
て
は
、
「
分
課
専
授

ヲ
須
ヒ
ス
」
と

あ
り
、
特
定
の
教
科
の
み
を
特
定
の
教
員
が
担
当
す

る
こ
と
は
し
な
い
。
「
読
書
、
修
身
、
算
術
、
習
字

等
悉
皆
教
授

ス
」
。

授
業
の
工
夫
と
し
て
は
、
「
生
徒
力
日
夕
操
作

ス

ル
事
物

二
就
テ
之

ヲ
引
証
シ
、
都
テ
生
徒
ノ

一
身
上

ヨ
リ
発
明
セ
シ
ム
ル
ヲ
第

一
義
」
と
し
た
と
こ
ろ
に

あ
る
。
「学
制
」
来
の
開
発
的
教
授
が
生
き
て
い
る
。

「読
書
科

ハ
、
反
復
誦
読
セ
シ
メ
、
発
声
ノ
訛
謬

ヲ
矯
正
シ
、
字
句

ノ
難
渋

ヲ
通
暢
セ
シ
メ
、
其
大
略

ヲ
胸
中

二
安
頓
セ
シ
メ
、
然
ル
后
書

二
因
テ
講
明
セ

シ
メ
、
問
ヲ
設
ケ
テ
主
意

ヲ
扶
出

ス
ル
」
方
式
で
あ

る
。
音
読
中
心
の
、
い
わ
ば
漢
学
を
学
ぶ
伝
統
的
な
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一則
　
期

後

　

期

一則
　
期

後

　

期

一則
　
期

後

　

期

一則
　
期

後

　

期

一則
　
期

後

　

期

一則
　
期

後

　

期

一則
　
期

後

　

期

吉
田
　
沢

吉
田
　
沢

堀

　

越

堀

　

越

五

　

島

五
　

島

海

　

野

海

　

野

海

　

野

五
　

島

五
　

島

五
　

島

五

島



26花 井 信

素
読
方
式
を
継
承
し
て
い
る
。
声
に
出
し
て
読
め
ば
意
味
は
お
の
ず
と
判

っ
て
く
る

の
で
あ

っ
て
、
す
と
ん
と
胸
に
落
ち
た
ら
、
主
題
を
あ
れ
こ
れ
考
え
さ
せ
る
。

「博
物
究
理

ハ
、
器
械

ヲ
倶

ヘ
サ
ル
ヲ
以
テ
常

二
隔
靴
ノ
感
ナ
キ
能

ハ
ス
ト
云

ヘ

ド
モ
、
多

ハ
生
徒
ノ
ロ
撃
自
聞
ス
ル
物
品

ニ
ヨ
リ
テ
其
理
ヲ
指
示
ス
ル
」
と
、
標
本
、

器
具
な
ど
の
補
助
教
材

・
教
具
の
不
足
を
嘆
き
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

つ
つ
も
、
生

活
上
の
見
聞
に
頼
り
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
る
。
観
察
さ
せ
な
が
ら
原
理
を
考
え

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

訓
育
に
つ
い
て
は
、　
一
方
で
品
行
端
正
か

つ
定
期
試
験
で
高
得
点
を
取
得
し
た
も

の
に

「筆
墨
紙
等
ノ
物
品
ヲ
付
与
」
し

つ
つ
、
罰
は
厳
し
い
構
え
を
見
せ
て
い
る
。

「
譴
責
、
直
立
、
留
置
等
」
が
あ
る
ほ
か
に
、
な
お
そ
れ
で
も
改
ま
ら
な
い
生
徒
に

は
、
「席

ヲ
分
チ
、
五
日
間

ヨ
リ

一
週
間

二
至
ル
マ
デ
他

ノ
生
徒
卜
交
ラ
シ
メ
ス
、

督
責

二
換

フ
ル
ニ
課
業
ヲ
以
テ
」
す
る
。
問
題
の
生
徒
を
他
の
子
ど
も
か
ら
隔
離
し
、

交
友
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
罰
と
し
て
の
課
業
が
あ

っ
た
。

し
か
も
こ
う
し
た
賞
罰
は
、
教
師
対
子
ど
も
と
い
う
関
係
で
の
な
か
で
行
な
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
コ
褒
賞
懲
罰
共
、
衆
生
徒

ノ
面
前

二
於
テ
其
状

ヲ
陳
シ
テ
、
勧
懲

ノ
意

ヲ
発
揮
セ
シ
ム
」
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
公
衆
の
面
前
で
辱
め
る
こ
と
に
よ

っ

て
効
果
を
上
げ
よ
う
と
い
う
、
当
時
の
教
育
界
の
支
配
的
思
想
が
表
わ
れ
て
い
る
。

明
治

一
六
年
五
月
の
時
点
で
、
岩
下
小
学
校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
は
上
等
小
学
の

卒
業
、

つ
ま
り
、
「
学
制
」
期
の
下
で
の
卒
業
生

一
人
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
そ
の

卒
業
生
は
、
群
馬
県
立
中
学
校
に
進
学
し
て
い
る
。

４
　
明
治
後
半
期

の
学
校

の
様
相

三
島
尋
常
小
学
校
と
郷
原
尋
常
小
学
校
は
、
さ
ら
に
岩
島
高
等
小
学
校
と
合
併
し

て
、
明
治
四

一
年
二
月
に
岩
島
東
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る

食
と

し
か
し
三
校
と

も
教
室
が
狭
際
で
あ
り
設
備
も
不
完
全
で
あ

っ
た
た
め
、
校
舎
は
明
治
四
二
年
に
新

築
完
成
の
運
び
に
な
る
。

校
長
の
小
代
伝
三
郎
は
、
就
学
出
席
を
促
が
す
た
め
に
、
二
つ
の
手
法
を
取

っ
た
。

ひ
と

つ
は
保
護
者
に
向
か

っ
て
、
冬
季
夜
間
に
教
育
幻
燈
会
を
開
催
し
て
就
学
奨
励

を
行
な

っ
た
。
就
学
猶
予
を
願
い
出
る
保
護
者
に
対
し
て
は
、
役
場
ま
た
は
学
校
に

呼
び
出
し
て
学
校
に
通
う
こ
と
の
必
要
を
説
諭
し
た
。
も
う
ひ
と

つ
は
子
ど
も
に
対

し
て
、
毎
月
末
に
皆
出
席
児
童
に
賞
品
を
授
与
し
、
年
末
に
は
皆
出
席
児
童
に
賞
品

と
賞
状
を
授
与
し
た
。
他
方
で
、
出
席
率
の
最
も
高
い
ク
ラ
ス
に
毎
月
末
賞
状
と
奨

励
旗
を
授
与
し
、
教
室
の
入
口
に
掲
げ
る
と
い
う
ク
ラ
ス
間
の
競
争
を
図

っ
た
。

教
育
上
の
工
夫
と
し
て
、
い
く

つ
か
指
摘
で
き
る

Ｃ
と

ま
ず
、
始
業
時
は
振
鈴

で
合
図
し
、
子
ど
も
は
所
定
の
場
所
に
整
列
さ
せ
、
そ
ろ

っ
た
ら
級
長
が
号
令
し
て

室
内
に
入
る
。
そ
の
際
、
「
姿
勢

二
注
意
シ
テ
且
私
語
、
他
列
フ
横
断

ス
ル
等
ナ
カ

ラ
シ
ム
」
。

つ
づ
い
て
授
業
中
は
、
答
え
は
挙
手
し
て
、
し
か
も
左
手
と
す
る
。
許

さ
れ
て
発
言
す
る
と
き
は
机
側
に
起
立
し
て
。
黒
板
ま
え
に
出
て
教
壇
に
上
ら
せ
る

と
き
は
前
後
に
会
釈
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
律
は
、

ヘ
ル
バ
ル
ト
の
思
想
の
ひ
と

つ
で
あ
る
管
理
の
考
え
方
に
則

っ
て
い
る
。

校
訓
は
、
忠
孝

・
誠
実

・
努
力
と
い
う
三

つ
で
あ
る
。
そ
の
目
標
に
向
か

っ
て
の

行
動
方
法
は
、
毎
日
の
掃
除
を
通
じ
て
、
誠
実
と
努
力
を
実
現
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
校
訓
自
体
は

一
般
的
に
、
明
治
後
半
期
に
制
定
さ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
岩
島
東
尋
常
高
等
小
学
校
も
実
践
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

学
校
経
営
あ
る
い
は
教
員
の
心
得
と
し
て
特
徴
点
を
い
く

つ
か
。
「
児
童

ノ
称
呼

ハ
名
前
ヲ
呼
ビ
テ
呼
ビ
捨
テ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」
、
「教
案

ハ
其
教
授
ノ
前
日
二
於
テ
調
製

シ
校
長
検
閲
ヲ
ウ
ク
ベ
シ
、
但
シ
校
長
不
在
ノ
ト
キ

ハ
上
席
教
案
ノ
検
閲
ヲ
ウ
ク
ベ

シ
」
。
前
者
は
融
和
的
な
学
級
経
営
の
思
想
で
あ
ろ
う
。
教
師
が
子
ど
も
に
む
か

っ

て
、
〈
お
い
〉
と
か

〈
お
ま
え
〉
と
か

〈太
郎
〉
と
か
、
権
威
的
に
呼
ん
で
は
い
け

な
い
と
い
う
注
意
で
あ
る
。

ヘ
ル
バ
ル
ト
の
訓
練
の
思
想
の
具
体
化
か
も
し
れ
な
い
。
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後
者
に
つ
い
て
は
、

ヘ
ル
バ
ル
ト
教
授
法
の
徹
底
と
い
う
側
面
と
と
も
に
、
校
長
の

権
限
の
明
確
化
が
表
わ
れ
て
い
る
。
同
時
に
教
員
の
職
階
制
と
職
務
権
限
が
整

っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
校
務
分
掌
と
い
う
体
制
が
取
ら
れ
る
。
岩
島

東
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
、
庶
務
、
教
務
、
衛
生
、
校
具
、
図
書
、
機
械
標
本
、
整

頓
の
七
部
体
制
を
敷
い
て
い
る
。
内
容
上
の
留
意
点
を
示
せ
ば
、
「儀
式

・
運
動
会

・

父
兄
会

・
母
姉
会
等
」
は
庶
務
の
分
掌
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
学
校
と
家
庭
あ
る
い
は

地
域
と
の
関
係
の
領
域
は
庶
務
で
あ
る
。
教
務
と
い
え
ば
、
「
教
授
細
目
、
教
授

・

訓
練

・
管
理
、
成
績
考
査
、
児
童
の
観
察
」
が
職
務
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
校
務
分
掌
が
成
立
す
れ
ば
、
そ
の
担
当
部
分
の
全
体

へ
の
周
知
徹
底
が

必
要
に
な

っ
て
く
る
。
職
員
会
議
が
成
立
し
て
く
る
事
情
で
あ
ろ
う
。
岩
島
東
尋
常

高
等
小
学
校
の

「職
員
会
規
程
」
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

第

一
条
　
校
長

ノ
諮
問

二
応

へ
教
授
上

二
関
シ
テ
評
議

ス
、

第
二
条
　
職
員
会
開
会

ハ
毎
月
第
三
金
曜
日
放
課
後

二
於
テ
開
会

ス
、
但
シ
時

宜

ニ
ヨ
リ
臨
時
会

ヲ
開
ク

第
二
条
　
職
員

ニ
シ
テ
職
員
会
開
会
ノ
必
要
ヲ
認
メ
タ
ル
ト
キ

ハ
定
日
外
卜
雖

モ
校
長

二
申
出
ヅ
ル
コ
ト
、

職
員
会
議
は
、
「教
授
上
訓
育
上

二
関

ス
ル
訓
示
打
合
」
３

を
目
的
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
、
さ
ら
に
実
践
的
に
は
毎
月

一
回
の

「実
業
授
業
研
究
会
」
と
い
う
も
の
を

開
い
て
い
る
。

こ
れ
は
抽
選
で
授
業
者
を
決
め
、
「本
校
職
員
、
隣
校
職
員
、
郡
視

学
ノ
批
評
ヲ
乞

フ
」

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ほ
か
に
も
、
「
教
科
書
研
究
会
」
を
設

け
、
「毎
月
毎
週
木
曜
日
放
課
後

二
開
催
シ
改
正
教
科
書
ノ
研
究
ヲ
ナ
ス
」
。
い
わ
ゆ

る
国
定
第
二
期
教
科
書
に
つ
い
て
の
内
容
検
討
で
あ
る
。

教
授
上
の
改
善
努
力
の
ほ
か
に
、
教
員
の
修
養
を
積
む
た
め
に
、
毎
月
定
日
に
職

員
個
々
の
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
明
治
末
期
に
至

っ
た
学
校
が
、
教
育
組
織
体
と
し
て
完

成
し
て
い
く
姿
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
校
長
小
代
伝
二
郎
の
努
力
が
重
な

っ
た

成
果
と
し
て
、
「他
ノ
模
範
ト
ナ
ス
ニ
足
ル
」
と
称
揚
さ
れ
る
。

教
師
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
限
定
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
規
程
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
宿
直
規
程
な
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
反
面
通
常
の
勤

務
時
間
と
な
る
。
季
節
に
よ

っ
て
変
わ

っ
て
い
る
そ
れ
は
、
春
季
は
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
、
夏
季
は
午
前
六
時
半
か
ら
午
後
七
時
、
秋
季
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
、
冬
季
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
と
な

っ
て
い
る

，
と

当
然
そ
れ
は
授
業
時

間
と
も
連
動
し
て
く
る
わ
け
で
、
午
後
も
授
業
を
行
な
う
体
制
が
で
き
あ
が

っ
た
こ

と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
の

「中
食
」
時
間
が
組
み
込
ま
れ
、
二
五
分

取
ら
れ
た
。
教
師
も
子
ど
も
と

一
緒
に
食
事
を
し
、
そ
の
際
に
は
、
お
湯
当
番
を
決

め
て
湯
が
配
ら
れ
た
。
そ
し
て
振
鈴
の
合
図
が
な
け
れ
ば
、
昼
食
を
終
わ

っ
て
も
席

を
立

つ
こ
と
は
許
さ
れ
な
か

っ
た
。

な
お
、
宿
直
の
第

一
の
勤
務
事
項
は
、
「
勅
語
謄
本
保
護
」

で
あ

っ
た
。
広
く
い

わ
れ
て
い
る
、
宿
直
は
教
育
勅
語
を
警
備
す
る
た
め
に
始
ま

っ
た
と
い
う
説
を
裏
付

け
る
規
定
で
あ
る
。
た
だ
し
、
宿
直
が
始
ま

っ
た
こ
と
は
、
学
校
に
教
員
宿
舎
が
付

設
さ
れ
て
い
た
と
い
う
状
況
が
変
化
し
、
教
員
の
住
宅
が
別
途
建
て
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
を
示
す
。
校
舎
平
面
図
が
見

つ
け
ら
れ
な
い
の
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

遺
憾
な
が
ら
、
こ
の
時
点
で
の
卒
業
生
数
は
不
明
で
あ
る
。

お
わ
り
に

岩
島
地
域
の
小
学
校
の
設
立
状
況
か
ら
は
じ
め
、
明
治
前
半
期
に
つ
い
て
は
岩
下

小
学
校
を
例
に
教
育
の
様
態
を
見
、
後
半
期
に
は
岩
島
東
尋
常
高
等
小
学
校
を
例
に

教
育
の
様
相
を
見
た
。

教
授
法
と
し
て
は
、
前
半
期
に
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
よ
る
開
発
主
義
教
授
が
進
め

ら
れ
、
後
半
期
に
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
訓
練
、
管
理
の
思
想
に
基
づ
く
教
育
が
行
な
わ
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れ
た
。
前
半
期
に
あ

っ
て
、
教
師
の
異
動
は
変
転
め
ま
ぐ
る
し
く
、
小
学
校
に
と

っ

て
、
教
師
の
安
定
的
な
確
保
は
至
上
課
題
で
あ

っ
た
。
寺
子
屋
師
匠
の
採
用
が
あ

っ

た
と
し
て
も
、
近
代
的
な
学
校
に
即
す
べ
き
伝
習
が
、
短
期
で
は
あ

っ
て
も
な
さ
れ

た
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
前
稿
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、　
一

教
室
に

一
組
の
子
ど
も
が
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
い
く

つ
か
の
級
が
同

一
教
室
を

共
有
し
た
。
多
数
の
級
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
し
た
空
間
を
確
保
で
き
る
状
況
で
は
な

か

っ
た
。
ま
た
、　
一
人
の
教
師
は
複
数
の
等
級
を
受
け
持

っ
た
の
で
あ
る
。

学
校
経
営
の
体
制
が
後
半
に
は
整
い
、
校
務
分
掌
の
明
確
化
と
と
も
に
職
員
会
議

が
成
立
し
て
く
る
。
そ
れ
は
、
校
長
の

「諮
問
」
に
応
ず
る
役
割
と
し
て
期
待
さ
れ

た
。

圧̈（
１
）
　

群
馬
県
立
文
書
館
蔵

「
明
治
六
年
市
町
村
立
学
校
　
設
廃
　
学
務
部
学
校

第
二
号
共
二
冊
」
所
収

「官
立
学
校
開
校
御
伺
」
。

（２
）
　

同
右
蔵

「
明
治
六
年
市
町
村
立
学
校
　
設
廃
　
学
務
部
学
校
　
第

一
号
共

二
冊
」
所
収

「官
立
学
校
設
立
御
伺
」
。

（３
）
　

「
明
治
八
年
市
町
郵
立
学
校
　
設
廃
」
所
収

「
公
立
学
校
開
校
御
伺
　
北

第
二
十
大
区
九
小
区
　
吾
妻
郡
三
島
村
」
。

（
４
）
　

同
右
所
収
、
「
公
立
学
校
開
校
御
伺
　
北
第
二
十
大
区
九
小
区
　
吾
妻
郡

松
尾
村
　
横
谷
村
」
。

（
５
）
　

同
右
所
収
、
「
私
立
学
校
開
校
御
伺
　
北
第
弐
拾
大
区
弐
小
区
　
吾
妻
郡

郷
原
邑
」
。

（６
）
　

同
右
所
蔵

「
明
治
八
年
中
　
学
校
設
立
伺
指
令
　
第
五
課
」
所
収

「
公
立

学
校
設
立
伺
」
。

（７
）

拙
稿

「山
峡
の
学
校
史

（１
と

『静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告

（人
文

・

社
会
科
学
篇
と

第
五
八
号
、
二
九
ペ
ー
ジ
。

（８
）
　

群
馬
県
立
図
書
館
蔵

『岩
島
村
誌
』

一
九
七

一
年
、
八
九
二
～
八
九
二
ペ
ー

ジ
。
な
お
こ
の
本
に
よ
れ
ば
、
海
野
斉
と
な

っ
て
い
る
が
、
群
馬
県
立
文
書

館
蔵
の
史
料
で
は
、　
喜
員
し
て
海
野
斎
で
あ
る
。
後
掲
の

「岩
下
学
校
沿
革

誌
」
は
海
野
に
よ
る
記
録
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
も
海
野
斎
で
あ
る
か
ら
、

自
筆
で
あ
る
こ
れ
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
書
に
は
、
人
物
伝
が

収
載
さ
れ
て
お
り
、
海
野
の
記
念
碑
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（９
）
　

『群
馬
県
教
育
史
』
第

一
巻
、
明
治
編
上
巻
、　
一
九
七
二
年
、
二
五
六
ペ
ー

ジ
以
降
。
以
下
の
記
述
も
同
書
か
ら
。
な
お
設
立
年
月
日
に
疑
義
が
あ
る
も
、

同
書
の
記
述
に
従
う
。

（
１０
）
　

『
文
部
省
第

一
年
報
』
九
丁
。

（
Ｈ
）

群
馬
県
立
文
書
館
蔵

「学
校
沿
革
史
」
所
収

「吾
妻
郡
岩
下
学
校
沿
革
誌
」
。

（
‐２
）
　

同
右
所
蔵

「賞
与
　
学
務
部
」
所
収

「
公
立
岩
下
小
学
校
」
。

（
‐３
）
　

同
右
所
蔵

「
学
校
沿
革
史
」
所
収

「
吾
妻
郡
岩
下
学
校
沿
革
誌
」
。
以
下

学
資
金
に
つ
い
て
は
、
こ
の
史
料
に
よ
る
。

（
‐４
）
　

同
右
所
蔵

「自
明
治
四
十
五
年
至
大
正
元
年
　
小
学
校
　
賞
罰
　
学
務

知
事
官
房
」
。
以
下
の
記
述
は
こ
の
史
料
に
よ
る
。

（
‐５
）
　

同
右
所
蔵

「
明
治
四
十
四
年
　
賞
罰
　
学
務
　
知
事
官
房
」
。
以
下
の
記

述
は
こ
の
史
料
に
よ
る
。

（
‐６
）
　

注

（
１４
）
と
同
じ
。
以
下
同
史
料
か
ら
。

（
‐７
）
　

注

（１５
）
と
同
じ
。
宿
直
規
程
の
時
期
区
分
を
正
確
に
表
す
と
、
四
月

一

日
か
ら
六
月
二

一
日
ま
で
、
七
月

一
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
、
九
月
二

一

日
か
ら

一
〇
月
二
十
日
ま
で
、　
一
〇
月
二

一
日
か
ら
二
月
三

一
日
ま
で
、
で

あ

る
。




